
 古川西小学校における防災教育を軸とした教科横断的な学習の実践(国語科) 

時間 学習活動 児童の反応や様子・板書・資料等

１ 

　 

【課題設定】 
○みんなが納得できる結論、よりよい結論を出せる話し合いとは何かを 
考える学習であることを確認する。 
○資料を提示し、避難所生活について課題意識をもつ。 
○議題を確かめ、目的や条件を考える。 
○学習計画を立てる。 
【情報収集・情報分析】 
○議題を確かめ、目的と条件を明確にする。 
○目的と条件に合わせて、自分の考えを整理する。 
目的 
避難所でも地域の人が少しでもストレスなく過ごせるよう、自分たちが 
地域の人の役に立つ。 
条件 
・避難所→古川西小の体育館 
・いろんな人が集まっている。（年齢、住んでいるところ、障がいのある人） 
・お金、新しいもの→× 
・１月（冬） 
【計画】 
○話し合いの仕方を確かめ、進行計画を立てる。 
○話し合いのポイントをつかむ。 
【表現・思考・判断】 
○進行計画に沿って、ポイントを意識して話し合い、仮の結論を出す。 
主張 
お母さんのストレスがたまらないようにして、子どもも楽しくストレス 
発散できる遊びをする。 
理由 
小さい子どもを見るので、自分の時間がとれないし、子どもも遊べなく 
てひまだからいっしょにあきずに遊べる遊びをする。 
根拠 
自分も子どももストレスがたまらず遊べるから。お母さんたちも子ども 
をずっと見ていると大変だし、子どもが泣いたりしていると周りの人も 
静かにしていたい人もいるから。 
【表現・思考・判断】 
二回目はグループで再び話し合い、最終的な結論を出す。 
【振り返り】 
○話し合ったことを共有して、感想を伝えあう。 
○学習を振り返る。

 

 

 

 
【児童の感想】話し合いをするために自分の
主張とその理由、根拠を見つけて明らかにす
るところが難しかった。 
話し合いで、他の人の主張を聴いて条件と
合っているかなどを考えてみんなの考えをま
とめて発表するのが楽しかった。

1. 単元名　6年生国語　目的や条件に応じて話し合おう 
「みんなで楽しく過ごすために」 

2. 単元のねらい 
議題、目的を確認し条件を決めて、話し合いの見通しをもち、 
主張・理由・根拠をはっきりさせた自分の考えを明確にすることができる。 

３，本単元の展開と児童の様子 

古川西小学校
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まずい！地震発生は高い確率だ！ひと
ごとではない。自分たちにできること

避難所での一人分のスペースは意外とせまい

日時：令和6年１２月 
学級：６年１組　６年２組 
授業者：
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なんの数字だろう？今年の能登の地震のことかな？


